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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 
当第 3 四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策が下支えとなり、緩やかな回復基調

で推移しているものの、アジア新興国等の海外景気の下振れリスクが懸念されるなど、先行きにつき

ましては不透明な状況が続きました。 

不動産流通業界におきましては、2020 年の東京五輪への期待感や米国の好況を背景とし、底堅い動

きを呈しており、加えてインバウンド需要の高まりを受け、業界全体としては概ね堅調な状況です。 

このような事業環境の中、当社では、北海道エリアでの加盟促進及び店舗サポートを目的に、札幌

オフィスを新規に開設いたしました。また、各エリアにて加盟セミナーを積極的に開催するなどの加

盟促進施策とともに、新ＣＭを積極的に活用した秋のフェアを開催する等の既存加盟店の売上増加施

策を実施いたしました。 

その結果、当社はサービスフィー収入が前年同四半期比プラス 7.8％で 157 百万円の増加で 2,185

百万円、ＩＴサービスは同プラス 14.7％で 60 百万円の増加で 469 百万円、加盟金収入が同マイナス

18.2％で 25百万円の減少で 114百万円、その他が同マイナス 2.8％で 1百万円の減少で 42百万円とな

り、全体としては同プラス 7.3％で 191百万円の増加で 2,810百万円となりました。また、営業総利益

は、前年同四半期比プラス 6.4％で 115百万円の増加で 1,925百万円となりました。販売費及び一般管

理費は主に人件費及びその他経費が増加し、前年同四半期比プラス 3.4％で 33 百万円の増加で 1,008

百万円となりました。その結果、営業利益は同プラス 9.9％で 82 百万円の増加で 917 百万円、経常利

益は同プラス 10.1％で 88百万円の増加で 961百万円、四半期純利益は同プラス 14.1％で 76百万円の

増加で 621 百万円となり、営業収益、営業利益、経常利益、四半期純利益とも過去最高を更新しまし

た。 

 

（２）財政状態に関する説明 
当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ７百万円減少し 5,454 百万円とな

りました。負債合計は、前事業年度末に比べ 111百万円減少し 816百万円となりました。純資産は、四

半期純利益が 621百万円ありましたが、期末配当金及び中間配当金 475百万円の支払いがあり、また評

価・換算差額等が 40 百万円減少しましたので前事業年度末に比べ 104 百万円増加し 4,638 百万円とな

りました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 
当第 3 四半期累計期間に関しまして、当社の収益の柱であるサービスフィー収入は、前年同四半期

比プラス 7.8％となりました。また、現時点での加盟店の営業状況を踏まえましても、収入は今後も堅

調に推移することが予想されますので、直近の業績予想を上回る営業収益 3,800 百万円（前期比

6.4％増）、営業利益 1,150 百万円（同 4.6％増）、経常利益 1,219 百万円（同 4.8％増）、当期純利益

786 百万円（同 7.5％増）を見込んでおります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 
（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
１．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

  （税金費用の計算） 

   税金費用に関しては、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に

見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
   該当事項はありません。 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 
（継続企業の前提に関する注記） 

当第３四半期累計期間（自平成 27年４月１日 至平成 27年 12月 31日） 

    該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当第３四半期累計期間（自平成 27年４月１日 至平成 27年 12月 31日） 

    該当事項はありません。 
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４．補足情報 
（１）生産、受注及び販売の状況 

前第３四半期累計期間（自 平成 26 年４月１日 至 平成 26 年 12 月 31 日）における加盟店数

の地域別及び営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下のとおりであります。  (単位：店) 

 
地域別 

 

 
新規加盟店数 

 

 
退店(解約)数 

 

 
第３四半期末  
加盟店数 

 

 
前年同期比(％) 

 

首都圏 ２５ ２４ ４４９ １００．９ 

関西圏 ２０  ７ ２９８ １０６．８ 

中部圏 ６ １ ７１ １１４．５ 

九州圏 ５ １   ５４ １０３．８ 

合 計 ５６  ３３ ８７２ １０４．１ 

 

(単位：千円) 

地域別 
サービス 
フィー 

前年同期比 
ＩＴ 

サービス 
前年同期比 加盟金 前年同期比 手数料 前年同期比 営業収益合計 前年同期比 

首都圏 1,332,186   103.8%  408,899   102.4%  74,200   105.2% 41,236   105.6%  1,856,521  103.6% 

関西圏   526,908    99.0% - - 44,150 103.4% 2,041 44.6%  573,099   98.9% 

中部圏  121,132    92.9% - - 12,500  174.8%   - - 133,632   97.1% 

九州圏   48,160    90.4% - - 8,508 180.5%    -      -    56,668    97.5% 

合計 2,028,387   101.5%  408,899 102.4% 139,358  111.4%  43,277    98.8% 2,619,922   102.1% 

(注) 1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
2. 上記サービスフィー収入に対する全加盟店の平成26年12月期地区別総取扱高、総取扱件数並
びに総受取手数料は、以下のとおりであります。 

(単位：千円／件) 

 
首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 合計 

総取扱高 334,194,835 121,094,060 34,792,025 10,761,463 500,842,384 

総取扱件数 212,555 44,821 8,259 5,762 271,397 

総受取手数料 21,916,451 8,689,945 1,931,607 755,501 33,293,505 
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当第３四半期累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年 12 月 31 日）における加盟店数

の地域別及び営業収益の収入別・地域別内訳を示すと、以下のとおりであります。  (単位：店) 

 
地域別 

 

 
新規加盟店数 

 

 
退店(解約)数 

 

 
第３四半期末  
加盟店数 

 

 
前年同期比(％) 

 

首都圏 ２０ ２４ ４５１ １００．４ 

関西圏 １９ １０ ３１２ １０４．７ 

中部圏 ３ ２ ７２ １０１．４ 

九州圏 ２ ３   ５１  ９４．４ 

合 計 ４４  ３９ ８８６ １０１．６ 

 

(単位：千円) 

地域別 
サービス 
フィー 

前年同期比 
ＩＴ 

サービス 
前年同期比 加盟金 前年同期比 手数料 前年同期比 営業収益合計 前年同期比 

首都圏 1,414,180   106.2%  469,086   114.7%  58,725    79.1% 40,553   98.3%  1,982,544  106.8% 

関西圏   585,102   111.0% - - 44,937 101.8% 901 44.2%  630,941  110.1% 

中部圏  126,305   104.3% - - 6,750    54.0%   605 - 133,661  100.0% 

九州圏   60,236   125.1% - - 3,600   42.3%    -      -    63,836   112.6% 

合計 2,185,825   107.8%  469,086 114.7% 114,012    81.8%  42,060    97.2% 2,810,984   107.3% 

(注) 1. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
2. 上記サービスフィー収入に対する全加盟店の平成27年12月期地区別総取扱高、総取扱件数並
びに総受取手数料は、以下のとおりであります。 

(単位：千円／件) 

 
首都圏 関西圏 中部圏 九州圏 合計 

総取扱高 364,231,996 135,894,319 34,737,431 15,844,716 550,708,464 

総取扱件数 235,432 45,298 7,855 6,089 294,674 

総受取手数料 23,320,846 9,587,996 2,008,343 959,223 35,876,409 
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